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要旨   

伝統に培われた自然素材打製晶が見直されており，業界〃申に日新たな視点で什琵業を捉え，丹川の藻業として1ハ  

胴寺をかけてチャレンジをしノている企業も少なくない血 そこで，ニ うした業押を支援するため，本研究では長期的視  

Lから業界謹上ニーズに応えるロングラン商品間発と，刻々と変≠するニー几ズに川心的に止二えるヒット商品間究朝刊㍑  

いう2つげ〕タイプのデザイン聞㌍刷彗宜行／〕た。L7ンゲラン商品研究は ユニットスクリーン細非j発をけ指しノ5 ヒッ  

ト商品棚究では 温泉バスケットの「椚勘‡：児げ〕バッグの開発に取り組んだ．  

1． はじめに   

県群雄げ宛針ぐあろ甘伸廿酎甘を中心、とした竹】二芸品正業  

は，H獅；154隼に固か仁〕伝統的上二芸㌧「し－〝〕指定を′受りて各  

不如）振興をはか／〕ているが，技術∴ 出世」思描－の成熟化，  

及び不わ＝ニ上る消や明牒迷）而外馳■i．】】と〝）競合ノ：1うてに上り）  

人変厳しい状況にあむ そこで∴甘酢桝射，開発を多面  

的に惹際ト㌃し約2木イてプ〕村ノ死に恥り軋んた∴：1ケ牛  

町継続研究で，一隼ごとに試作，㌧う】】に⊥る提案説明会1潮  

究発衣会）を開催して，製品化をは／いり∴＝「∵後にはデ  

ザイン性〝〕r高し、ロングラン商品宣いくノ〕7シ、〝）ヒット製品  

とを牒申りHしっ 業駆のJ力而．打】に仕上げていく事をめざ  

，  しノ／」。   

丁－マ〝）1。▲貨ン主でさi二〕まず，スタッフ／仝仁「ごアイデアを  

＝L合った．ニれ王でf～．，ミ紆こいたナし一マヤ放り糾みたい  

ナーーマタ そして，「ブ臣鋸∴昔題を堤供する上うなテ」－マな  

どを仁山に．【1rしてモ）r〕い）机5（）〔けデーヤ守守甘／〕た。  

トなものを瑚膏トトうと次のとおりでフ 従来技術，従凍J  

・掛ハ畑〃もかればト 新ヤ場の開拓になる⊥うな  

耕しノいチャレンジを促すナし一マ もあ畑 そ〝川1かト〕：‡／）  

〝〕ナー、てを凍んだ  圧ig．1）  

卜しg．13（＝りアイデアツ）－≡∃J   
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う二了ンクラン用品H′什〔ノ〕川途を字）つとインテリアやとi犠  

の空肛に広げて新分野に展灘し／ていこうという糾いで，  

「ユニットスクリし一ン」ぴ）開発を選んだ．ヒット繭．－f．】＝」ニ  

ターゲットを絞り込んだ製品開発を試みJうというごと  

で、詰ノさ逝」性がありヒットする可1籠性もポ」い．▲ふ最バスケ  

ット」と「男鍔バッグ」を選んだ．  

2． 研究内容   

2．1 ロングラン商品間発   

竹が建築やインテリアに見直されている∠㌻，更なる気■青  

史を俳＝存するため，パーティション，軒1r′∵等に展開でき  

る 一定サイズのスクリーンを開発した．デザインコンセ  

プトとしては次ヴ）2ノ‡を掲げた．  

2．2開発試作品による展開事例   

多様な展鼎を具休的にイすた裾二洋風と和雄け）それぞ  

れぴ）■jl例を製作した．洋風は鎖圭とる「「1り下げ型〝）スク  

リーーン（ドjg∴う）で，和風の事例は掛け障r－ けLg∴4）と  

掛け襖（ー一、i阜ミ．5）である．  

。シンプルで多用途なデザイン   

合高度な編組♂）抜術をスクリし一ンの中に′】二かす   
1Ji巨て∴〕  

「【†「卜げスタリー「ン  

具体的なねらいは サイズを規格化して業界全体で量  

托化できるようにすることと和風にも汀瀬いこむマッチす  

るデザインで多様な展開を図ることを杵指した．特に表  

裏ができないにようなデザインと加＝こ力を往いだ．「二1  

竹と炭化竹を編糸山こ川いて，下記の′ソニ真（11、i罠．2）の〔」二う  

な5つの編組パタし一ンを沃イ乍した。サイメ※二6（）〔、m∫「jと  

5（）cm角の2樺顆で，木枠は楢材で加r＿した．  

卜1㌍∴1荘卜け陀j′一  11、うg。5 掛け襖  

2．3 ヒット商品開発一温泉バスケットの開発   

温泉を′j二かlノた町づくりが別け石†fをさ上じめ粕人J亡7力冊J  

村で盛んに行われていな∴車内に共同浴場げ凋雄ノイブ二在す  

る別ノ杓1けは捌こ「－1（洗面器）を抱えて近くの温泉に喜±」rかけ  

る仙境は「湯ヴ川Tl別府」針）一つの風物詩でもあ亮．そこ  

でト別府近郊が竹製】【，1局別露地であることび）ト）Ⅰくと竹座業  

廿性化のた効こ，二旅館やホテル，そtノて，書け亡がし†．一雄J  

に泥臭に川かけろときに掛デていく「竹げ）温泉バスケッ  

トを開発しイ ニ「ンセットは次ヅ〕2′rl】二であろ．   

にいノ刀－′こ享に収納tノヤー㌻いサイズや形態  

くなろ楽しい＃用宗   
H豆．2  

L左…相即葉編み  

上ん…輪弧編ネ  

申ノ，三・ 圭六／汗＝症み  

】1「イー‥イ色甲編み  

トノⅠ∴∵∵本とび八／〕r1  

そして，次〃〕：ト／兄リタイプの試作矛考宣ナ．  

。タイプユ＋洗面ぷ傭人か独特な形のむ択  

。タイプ2「軽刊漁能的なも浩  

むタイプニう 紙コストでホナ／レノ芳に謹雄晶りもの   
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それぞれぴ）ナ」一マ〃〕考▲架は以卜♂〕とおりである．   

ロングラン「削【】】をH指している竹のユニットスクリ  

ーンは，展開事例（7）ように和洋の空≡粧こ多様に使える  

ため，建具や建築をはじめとする各ノブ▲而から関心が／言う：  

せられており，艦は化の可◆膳性ほ請いと考える．   

ヒット埼晶を口指す混来バスケットは，これらが身  

近なところで使われ，バスケットを提げて温泉に行く  

というスタイルが定着してくれば新たな産品になり得  

ると考える．   

男〝）バッグは異稗材の皮との組み合わせが1つの試  

みであ／〕たので，反響や意見を集紆ご分析して，ヒッ  

ト「箱晶とLての可能仲を今後も追求Lたい．  

最後になりますが、ロングラン商≠開発では清川提  

案げ）ための掛け障／一、「掛け襖」の製作において  

（株）ユウキさんに、ヒット商詔一間溌でⅥ二 黒のバッ  

グ 

協力をいただきまLた．悍くお礼申し上げます．  

甘作ふ3点をノ里よ 廿里．6）で示す．  

11針6 右れベタイブ1，2，：う  

2．4 ヒット商品間発一男のバッグの開発   

k性向げ）竹のバッグ類が人ふ商品としてここ数年販  

路を拡げてきたが，馴L巨用のバッグや小物入れかばん  

ゾ）〔上う7ふiニ≠〕〝）はこれまで竹ではあまり開発されていな  

い そこで，明R〔7〕ヒット而晶とLての吋胎性を探る  

ため，シンブ／レな形耳目」にオリジナルな雰匪気を持っ  

男のバッグを2タイプ開発した．コンセプトは次のと  

おりである．」しに小脇に抱えるバッグで，大きいタイ  

プ圭L生4坑書二煩が入るょうなサイズとした。技術的な  

試みとしては，竹に落ち着いた重みぴ）ある寄附気を持  

たせるた牒），素材は炭化竹，編み烏丈人な亀甲編み，  

塗装出刃き捺として，ふた部は皮革クラフトの工ノ如）  

抜術で仕上げた． （Fig．7）   

卜iきい リJげ）バ、ソグ2ノ1、、  

3． 考察   

一二7ンダランけ鋸】∫－としノて ノ〕けン－、マ、ヒッ戸＼鮎指】と  

し／て ニノ川〕ナ、一－く／／を掲げ、企画、デザイン、試作をス  

タッソ仝Hで取り組んだ．それぞれに話題性と捉鮒′】i  

を持たせ、嵐Lい業界〔川二田ノこに イr‘をづ二是じることがで  

さた土感じている．  
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